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最近、大型台風や大きい地震が各地で起きています。水害や地震など、いつ身近に起こるか分かりま
せん。備えあれば憂いなし。「天災は忘れた頃にやって来る」という諺がありますが、既に防災対策
準備が出来ている方も、今一度見直しをしてみて下さい。

 

 いざという時のために、リュックサックなど肩に背負えるものを非常用持ち出し袋として決まった
場所に置いておきましょう。中身は、市販の防災セットを参考にしながら必要な物を揃えましょう。

◆小型ラジオ・・・非常時は正しい情報を入手することが大切です。

◆懐中電灯 ・・・ヘッド型ランプやラジオとの一体型が便利です。

◆乾電池  ・・・ラジオ用、懐中電灯用の予備の電池は不可欠です。

◆ロープ・軍手・・何かと便利なのがロープや軍手です。

◆救急セット・・・外傷用として三角巾や絆創膏、脱脂綿、消毒液等。内服薬としては、胃腸薬や

          頭痛薬、普段の常備薬を忘れずに。

◆雨 具  ・・・合羽を着れば両手が使え、防寒着にもなりますので、ぜひ用意して下さい。

◆貴重品・現金・・預金通帳や健康保険、各種証書類はコピーを入れておきます。

◆食料・飲料水・・３日分くらいが目安。

◆衣 類 ・・・・衣類は１着分、下着は紙下着も便利です。

◆ティッシュ・ウェットティッシュ・ポリ袋・ビニールシート・蝋燭・マッチ・ライター・油性ペン・
 メモ用紙等

〈非常用持ち出し袋を作っておきましょう〉

※避難の際には、お年寄りや子供は手を繋いだりして、はぐれないようにしましょう。

 

①民間住宅ローン・・・銀行、信用金庫等民間金融機関が取り扱う住宅ローン。

②フラット３５ ・・・民間金融機関と住宅金融支援機構が提携した住宅ローン。

③その他    ・・・財形融資や地方自治体が取り扱う住宅ローン。

ひとくちメモ

①全期間固定金利  ・・・返済期間の始めから終わりまで金利が固定されているタイプ。
             低金利時に融資を受けると資金計画が立てやすい。
             主にフラット３５。

②期間選択型固定金利・・・３年、５年、１０年など一定の期間を固定金利とするタイプ。
             固定期間が終了時に金利が見直される。金利等は、各金融機関
             によって異なる。固定の期間が短いほど金利は低い状況。

③変動金利     ・・・短期プライムレートを基準に変動するタイプ。原則として年２
             回金利を見直す。低金利の時期に借入をし、将来高金利になる
             と返済負担が増えることもある。

 マイホームを購入する際には、まずは資金計画が重要になります。無理のない上手な資金計

画を立てるには、住宅ローンの内容をよく理解しておくことも大切です。そこで今回は、住宅

ローンについて大まかにご説明致します。

①元利均等返済・・・元金と利息を合計した返済額が毎月同じ。
          従って、返済当初は毎月返済額のうち、元金より利息の支払いの方が
          多い場合が多く、返済年数が経過して元金が減ってくると利息よりも
          元金返済の方が多くなる。毎月の返済額が一定なので、資金計画が
          立てやすい。

②元金均等返済・・・元金は毎月同じで利息が残高に応じて支払うので、毎月の返済額が
          次第に少なくなる。

 ※民間金融機関は、①の元利均等返済がほとんどのようです。

※金利や融資の条件は、各金融機関によって異なりますので、詳しくは各金融機関若しくは

 当社スタッフへお問合せ下さい。


